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聾

鴨
鰹

淋
欝
讐

縫
鶴

濃
轄
軸幾

韓

れ
て

い
る
・
そ
れ
は

《男
を
女

に
す

る
以
外

の
.」
と
は
何
で
も
で
き
る
》

と
・

し
か
し
・
実
際
上
・
イ
ず

ス
国

民

の
伝
統

的

な
精
馨

..・,も

.算

欝

含

。費

.
ξ

窪
唱
奢

琶

量

Φ)
は
非
窪

選

遅
な
の
で
、
そ
の

叢
審
報
雛
難

癖

握露
鯵

蘂
灘
難
騨
郵
雛
戴
鱈
輪
鱗

の
規
範
～

の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
全
て
の
規
範
を
イ
ギ
リ
ス
人

繋

旨
繋

簸

鯉
糞

鴇
晒誌

違
反
は
裁
判
庭

よ
そ

蜂

で
き
る
も
の
で
あ
る
.
他
の

;

は

憲

簿
誰
雛

欝
諜
難

聾

糠
態
)雛

製
嚢

騨雛
逢

…

}量
、
憲

毎
ー

昏
雫
養

雪
-瞭

曇

讐
灘

潔

義
零
図
,,、ー



鷲

耀

♂
潔

.脇
¥

'

、̂

脚
.

、,
,

,
評
。

廓

-

'
・
r
・
馬

、、
り
。
レ
.
'
㌣

ぐ

ー
,

、

寸

}

、

ざ

、
'、

,

り

躍

'

,

.

,,

曼

【

ル

へ

と
、逢

,
多
数
党
の
党
首
を
総
理
大
臣
と
し
て
選
ぶ
べ

き

で
あ

る
と

・

う
国
王
の
義
肇

.葺

誉

)1

は
単
な
る

《慣
行
》
に
依
存
詫

い

る
の
で
あ
る
・

法
的
謁

と
慣
行
と
の
区
別
は
、

法
と
慣
翼

.
一。
一
。酔

暮

暑

邑

と
の
区
別
と
は

薮

し
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

法
窺

範
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
カ
テ
ず

ふ

あ
る
か
ら
で
あ
る
.

つ
ま
り
憲
法
的
慣
行
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
法
は
議
会
に
よ

っ
て
確
立

し
た
法
t

制
定
法
ま
た
は
法

(㎝富
9
8

8

冨
乏
)
t

と
前

の
判
決

に

よ

そ

確
立
し
積

習
法

。
㊥
・・
『伽唯
。、
8
ロ
沖碓

。.・,)ー

コ
モ
ソ

.
ロ

ー

(8
目
暑

ロ
一塁

)
ー

を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。
」

奢

の
著
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
†

デ

ィ
は
、
か
れ
の
蓄

で
、
イ
ギ

縣
灘

揮

を
招
く
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
が
通
常

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
呼
ば
れ
て
い
る

_馳 繭一漏 無 躍 灘

よ
う
な
拘
束
力
を
も

っ
薯

慣

(β
匂。oσq
$
)
は
、
イ
ず

歪

お

い
て
は
、

婁

の
慣
行

(昏
Φ
8
暑

註

8
。・
。
h
昏
。
§

警
ぎ

臨
。旨
)
と

し

≦

自
及

さ
れ
て
い
る
・
慣
行
の
正
獲

内
容
を
確
琴

る
簡
単
な
、
あ
る
㌔
は
決

矯
縫

難
誘
講
難
馨

勧維
織
課

は蒙

鶴

麟
黙
齪
彰
勧讐

緯
」

勒㍑
慰

影

塗
露

窮
.)籍

舞

薯

く

て
・

絶

え
ず

変

化

し

て

い

る

憲

法

(鶴
ロ

曽
昌
。
冨
コ
貯
聾
ロ
ユ

。
〈
。
門
9
胃
。『
.昌
㈹

§

馨
魯

)
は
・
老
人
が
か
れ
の
青
年
時
代
の
は
や
り
の
型
遙

,味
に

槍
難

論
隷

籠

拳

勘籔

霊

G
変
化

し
て
い
輩

と
述
べ
て
い
る
.

こ
の
意
味

に
お
い
て
、

「
イ
ギ

リ

ス
の
憲
法
上
の
慣
例

(切
『三
・・げ
§

㎝酔ぎ

書

ぢ

『鎖。菖
。
。)
の
正
獲

記

述
を
す
る
こ
と
は
い
つ
も
困
難
で
あ
る
.
そ

の

;

の
器

は
、
単

に
伝

統
を
記
述
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
.
伝
統

は
同

蚕

馨

鍵

灘
鱗
戦
轍講

礁
蒙

初嘆
蕪

報
鷺

輔籠

か黙

全
て
の
行
政
讐

里

の
乏

審

し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
か
も
知

(91)91
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㌔

れ
な

い
・
」
と
ダ
イ
シ
ゐ

憲
法
研
究
序
説
で
述
べ
、

「
.」
の

一
募

君
回

し
は
・
印
象
的
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
た
だ

一
つ
の
欠
点
を
も

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
陳
述

は
、
全
く
真
実

と

は
正
反
対

の
も

の
で
あ

る
」
と
い
っ
て
舞

た
と
え
ば
、
ダ
イ
シ
ふ

、
毒

の
概
念
を
議
会

に
お
け
る
国
王

(ひ
。
〆
ぎ
頓

ぎ

寄

盛
馨

自
幹)
に
よ

っ
て
行
使
さ
れ
る

《
法
的
主
権
》
(憂

㎝・く
。屠

昌
ξ
)
と
、
選
挙
民
に
よ

っ
て
行
使
さ
れ
る

《
政
治
的
毒

》
(豊

…
ζ

く
・「量

什矯
)
に
区
別
し
て
い
る
.芝

は
、

法
的
な
も

の
と
慣
行
的
な
も

の
と
区
別
し
て
い
る

こ
と

を
意

味

し

て

い

る
。

イ
ギ

リ
ス
に
は
統
治
機
構
の
組
織
と
運
用

に
関
す
る
憲
法
規
定
が
存

在
し
な
い
が
じ

か
し
そ
れ
に
代
り
う
る
実
質
的
、
基
本
的
非
法
的
規
範
、

す
な
わ
ち
憲
法
的
慣
行
が

存
在
す
る
。

「憲
法

の
多
く

の
最
も

重
覆

法

原
則
・
特
に
函

王
、
総
理
大
臣
、
内
閣
と
議
会

に
関
す
る
諸
原
則
は
、

決

し
て
裁
判
所

に
よ

そ

承
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
.』(響

う
な
諸
原
則

は
、

今
も
な
お
憲
法
的
慣
例
、
ま
た
は
憲
法
的
慣
行

で
あ

る
」
。
イ
ギ

リ
ス
憲
法

は
・法
的
規
讐

・西9互

・)
と
非
法
的
規
範
(ロ。巳
。・q螢=
ロ一。)
あ
る
い

醐
ボ
穫

蘇

務

罐

嚇

魏

蹴
謡

銘

雛

窮

ボ
勤

郵

憲
法

(§
三

蚕

・量

ぎ

菖
・昌
)
の
区
別
で
は
な
く
、
む
し
ろ
憲
法
典

の
有
無

あ
る
い
は
、
統
治
窺

制
す
る
法
的
規
範
と
非
法
的
規
範
の
有

無
が
重
要
で
あ
ゑ

本
稿
で
は
特
に
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
慣
行
に
的
を
し
ぼ

っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

霞

叢

寵

擁

↓。路
眼
訟
編
.縮
。93
雛

躰
ダ
課

罫
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尋
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山
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。
O
霧

韓
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ぎ

冨
一
穿

8
蔓

。
{
田

σ・
『
昌
↑

融

望

即
α
ω野

§

咀
。
『

冨

自
言
ユ
8
。・
空

三
。・
・
…

g

u
『。
搾

O
o
コ
。・
ニ

ゴ
」
二
〇
昌
ロ
巴

℃
U

首

①
ヨ

o

伽
象

二
〇
ロ
"

サ

b。
も。
伊

閃
・ぐ
∫

一
≦
9
一ユ

国
ロ
血
噛

篤
魎

職
こ

℃
・α
ω
9

、

.

〉

目
o
ユ

の
U
o
↓
o
B

口
o
〈

=
ρ

U
Φ
ピ
暫
U
¢
ヨ
g

「
四
諏
。
国
旨

〉
ヨ
①
コ
ρ
ロ
o
・

葬

狛
馨

撫
覆

警

馨

一:
量
ぎ
§
)
と

硬
性
憲
法

(凄

冠

8
霧
葺

葺

8
)
と
区
別
す
る
こ
と
を
基
礎
づ
け

て
い
る
改
正
の
特
別
手
続

(蕾

罷

巳
§

や
§

。
・…

。
臨
塁

。
コ
ユ
,

嘱

ゆ
訓

麟

ゆ
霧

蒲

雌
酵

総
ゼ
銘
亀

け雛

醐
罵

艶

§

§

冒
琶

r
豪

o
。§
・ヨ
。暮

。h
穿
笹
・。旦

　り
　
り

く
9
・
一
や
ゆ
)
に
着
眼
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
特
質
を

「憲
法
制

定
権
」
と

「
法
作
成
権
」

の
区
別
の
な
い
軟
性
憲
法
と
し
て
把
握
で
き

る
り

0

8

{
皆

超

竃

貫

㎝
冨

=

睾

血

O

冨

o
目

o

O

・

竃

8

象

①
・

ω
。
ヨ

。

℃
『
。
,

窪

o
ヨ

oo

o
h

峠
炉
O

O

Q
ロ
o・
鼠

言

紳
凶O
P

ω
『
偶
6

㊥
伍
;

も
や

bo
O
l

一
・

団

.ぐ
く
・

り
h
⇔
一昌

曽
口
山
讐

艦
聯
篤
織
噛

娼
・q陶
b◎
唖
・

艦
守
篤栽
二

唱
.α
悼
醐
・

,

7
0
円
}
o
昌
巳
コ
σq
。n
蟻
↓
げ
o
ピ
餌
を

m
β
ユ

荘

o
O
o
ロ
。。菖
ε
二
〇
P

,
帥
Q。
・

国
.ρ

ω

乏

麟
山
Φ
o
口
山

》
.♂
く
.

ゆ
冨
庫
冨
ざ

≦
げ
山
①
醇
ロ
α
団
げ
旨
ぢ
匂。。

O
O
ロ
亀o
菖
酔ロ
ニ
O
昌
巴

ピ
餌
埼

胃
げ

O
畠
二

弓
・90
・

つ
ま

り
、

「
イ
ギ
リ

ス
憲
法

は
特
定

の
ひ
と
び
と

の
集
団
、

ま
た
は

特
定

の
祖
先
の
政
治
的
理
論
を
反
映
し
て
い
る
書
れ

た
文
書

に
は
、
規

定
さ
れ

な

か

っ
た
。
そ
れ

は
、

マ
グ

ナ

.
ヵ

ル
タ
か
ら
、

ウ

ェ
ス
ト
ミ

ソ
ス
タ
!
条
例
ま
で

の
、

そ

の
歴
史
的
発
展

の
重

大
な
宣
言
的
肉
制
定

法
上
の
画
期
的
事
件
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
も
重
要
鷹

徴

の
あ
る
も
の
は
、
憲
法
の
形
式
的
、
法
的
構
造
の
一
部
で
は
な
く

92
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騨

灘
難

葦

繋
顛
蒙

漁
纏
韓

醗議
轡

隙
灘

擁
『
鼎嘱

・
.
.

あ

お

ヴ

ナ

リ

　
ノ
　

　

エ

ユ

ビ

お

ド
ドゴ
ィ

バ

コ

ヂ

く

コ

ず

タ

礪
灘

、譲
灘
購
讐
露
難
舗
難
鐵
鑓欝
碗難繕
畑

な
、
,長
い
闘
か
か
匝
て
確
立
し
た
根
本
的
な
要
紫
の
存

在
で
さ
え
、
ご

'

ぐ
近
年
に
な

っ
て
承
認
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
国
土
の
法
が
憲
法
の

一
部

で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
正
式
の
法
、
先
例
と
伝
統
の
混
合
物
で
あ

る
。
そ
れ
は
変
化
す
る
外
部
の
情
況
」
個
人
的
目
的
と
集
団
本
能
と
の

イギ リス憲法の慣行について

帖(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

(
18
)

(
19
)

(
20

)

相
互
作
用

に
よ

っ
て
形
造
ら
れ
る
生
き
た
構
造

で
あ
る
。
そ
れ

は
、
そ

れ
自
体

の
成
長

の
法
則

に
従

っ
て
い
る
が
、

し

か
し
そ
れ

は
そ

の
成
長

を
抑
制
し
、
制
限
す
る
た

め
に
設
計
さ
れ
、
前

も

っ
て
考
え
ら
れ

た
知

的
計
画

に
従

っ
て

い
る

の
で
は
な

い
。
憲
法

の
継
続

に
完
全
な
断
絶

は

決

し
て
な

か

っ
た
。
…
…
他
方
憲
法

は
、
変

化
す

る
情
況
と
変
化
す

る

考
え
方

に

一
致
す

る
よ
う
に
た
え
ず

修
正
さ
れ

て
き

た
。
」
炉

9

>
日
,

o
ヨ

↓
げ
o
轟

耳

ω
曾

夢

¢
0
8

・・
け#
ロ
ニ
8

》
b。
巳

o
↑
・
b
,
目ー
ド

一く
o
『
臼
o
β
昌
ぎ
ひq
.・
讐
馬ミ
猟
"
唱
や
①
劇
1
α
・

寓
呂

ユ
8

0
信
〈
霞
σq
Φ
瀞

凶ぼ
山
こ

喝
サ

b。
だ
ー

。。
O
・

O
審

。
日
。
ρ

竃
8

簿

"
↓
げ
。
○
。
<
。
ヨ

ヨ
。
暮

。
h
O
『
。
9

切
魯

巴
P

H8

8

サ
さo
.

≦
「巴
け零

切
謎

9

0
♂

↓
冨

穿

一ユ
ψ
げ

0
8

。。二
誓
ユ
o
P

,
ド

0
8

詮
『
o
田

ζ
弩
。。冨

=

螢
巳

O
『
器

ヨ
o
O
・
竃
8

島
o
覧

ミ
3

サ
蜀

〉
・<
・
∪
言
o
ざ

ぎ
茸
o
晋

。
9

嵩

8

紳穿
o
ω
ε

を

o
h
昏
①
園

≦

o
h

夢

①
O
o
霧

菖
言
ユ
o
P

㊤
夢

巴

こ

や
サ
刈1

り
・

一
く
o
『
旨
Φ
ロ
巳
ロ
Φq
。。
矯
篤ミ
郵
'
や
。。
O
・

「
こ
こ
二
世
紀

の
間

に
お
い
て
、
法
的
組
織

(
薗
8
σq
巴

o
蒔

踏
巳
密

ユ
o
ロ
)

で
な

い
組
織
が
成
長

し
て
き

た
。

も
ち

ろ
ん
、

わ
た
く
し
は

こ

れ
が

違
法

の
組
織

(睾

已
紹

巴

o
茜

騨
巳
器

賦
o
コ
)

で
あ

る
と

い
う

つ

も
り

は
な

い
。
む
し
ろ
わ
た
く
し

は
、
そ
れ
が

法
外
的
組
織

(
睾

o
岬

↓
『釦
・♂
鵯

一
〇
茜
魯

凶鑓
け
ご
旨
)

で
あ
る
と

い
う

ぺ
き

で
あ

ろ
う
。
法
は

そ
れ
を
非
難

し
て
い
な

い
し
、
承
認
も
し

て
い
な

い
。
法

は
そ
れ

に
つ

い
て
何
も
知
ら
な

い
の
で
あ

る
。

こ
の
組
織
と

は

《
内
閣
》
、
《
大
臣
》

《政
府
》

《
グ
ラ

ッ
ド

ス
ト
ー

ソ
氏

の
第

二
次

内
閣

》

《
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ

ー
卿

の
政
府
》

の
よ
う
な
言
葉
を
用

い
る
時

に
、
わ
た
く
し
が
指
摘
す

(
21
)

咳

る
組

織
を
意
味
し
て

い
る
。」
,
芝

へ

竃
巴
二
雪

窪
り
誹

o
O
o
コ
。腹紳
一貯停

 ユ
o
冨

一
=
冨
8

還

o
h

国
昌
oq
冨
旨
臨
℃
や
・
ω
◎。
刈
・

国

・ρ

≦
津
①
母

o
噂
寂

o
自
①
ヨ

O
o
富

菖
言

二
〇
霧

一
〇
包

幅

,

b。
一
・

一

イ
ギ

リ
ス
憲
法
に
お
け
る
法
と
慣
行
の
共
存
と
相
互
作
用
を
ど

の
よ
う

に
把
握
す
る
か
が
イ
ギ

リ

ス
憲
法

の

一
つ
の
課
題

で
あ
る
。
ジ

呂
ニ
ソ
グ

ス
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う

に
、

イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
お
け
る
法
と

「法
と

(
1
)

い
う
乾
燥
し
き

っ
た
骨

を

つ
つ
む

筋
肉
を
提
供
し
て
い
る
」

憲
法
的
慣

行
に
よ

っ
て
、

憲
法
は
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。

「憲
法
的
慣
行
は
、
法
的

憲
法
構
造

(♂
σq
巴

8
ロ
ω帥凶言
江
8
)
を
動
か
し
、
そ
し

て
、

そ
れ

は
考
・κ

方

の
発
展
に
と
も
な
う
よ
う

に
、
法
的
憲
法
構
造
を
維
持
す
る
も

の
で
あ

(
2
)
る
」。
「発
明

の
能
力
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
制
度
が
あ
る
方

法

で
う

ま

く
作
用
し
て
い
る
時
、
そ
れ
が
別
の
方
法
で
同
様

に
う
ま
く
作
用
す
る
か

ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
変
え
る
必
要
が
な

い
と
思
わ
れ
て
い

る
。
実
際

に
、
国
民
は
慣
例
が
従
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
始
め
る
。

そ
れ
は
、
過
去
に
お
い
て
な
さ
れ
た
よ
う
に
い
つ
も
行
わ
れ
た
。
な
ぜ
今

も
そ
の
よ
う

に
な
さ
れ
る
べ
き

で
な
い
の
か
と
国
民
は
尋
ね
る
。
こ
う
し

て
、
法

の
わ
く
組

の
範
囲
内

に
お
い
て
、
慣
例
と
い
う
規
範
-

こ
れ
は
、

法
規
範
と
同
様

に
堅
実
に
従

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ

は
、

統
治
に
関
係
し
て
い
る
ひ
と
び
と
が
従
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
手
続
を
確

(
3

)

定
し
て
い
る
ー

の
発
展

の
余
地
が
あ
る
。
」
と
い
う
性
質
を
憲

法
的
慣

 行

(
O
O
旨
oo
幹
一
け
`
け
一〇
】P
m
一
〇
〇
昌
く
O
昌
け
一〇
昌
)
は

も

っ

て

い

る

。

ジ

ョ

ソ

・

ス

チ

ュ

ー

(93)93

1
遍

譜

壽

噂

ヨ

～
詞
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¥

嘱

季
瀦

耳
ー
⊥
`

ー
受

望
、
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『

…
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↑

壽
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ユ
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11}

ワ
ト
・
ル

(喜

ω
け雲

蓬

)
は
、
.み

規
範
を

憲

法
の
不
文
霧

言

》

(
窪
o
暮

≦
『
葬

窪

ヨ
僧
邑
日
㎝
o
h
け冨

0
8

。。
彗

暮
M8

)
と

し

て
言

及

し
、

二

〇

年

後

、

ダ

イ

シ

ー

は
、

こ
れ

を

《
憲

法

の
慣

行

》
(↓
げ
o
。
。
口
く
。
欝
二
。
昌

・
h

e
穿
・

§

幹
一
け
三

紳
。
ロ
)

と

呼

び

、

そ

し

て

ア

ソ

ソ

ソ

(
ぐ
く
鵠
=
鎖
ロ
リ
》

昌
亀o
O
昌

(
5
)

)

は
、
そ

れ
を

《
憲

法

の
慣

習
》

(夢
。
。
器
8
ヨ

o
隔
畠
¢

。。
ロ
㎝馨

口
菖
。
旨
)
と

し
て
言

及

し
て

い
る
。

「
こ
れ
ら

の
ど

の
用

語
も

、
そ
れ
が

意

味

し

て

い

る

こ
と

を
正
確

に
表

現

し
て

い
な

い
。

コ
モ
ソ

・
ロ
ー

の
格

言
は
、
法

の

範
囲

外

の
格

言
と
同
様

に
不
文

で
あ

る
。

《
慣
行

》
は
、

明
示
的

に
、

あ

る

い
は
、
暗

に
示
さ

れ

て

い
よ
う

と
、

あ

る
同
意

の
形
態

を
包

含
し

て

い
る
。

そ
し

て
、

《
慣
習
》

は
、
第

一
に
裁

判
所

で
強
要

さ

れ
る
法

は

慣

習

で

あ

る
必
要

は
な

い

こ
と
、
第

二

に
法
外

の
規

範

(
呂

。
答
『
9。
山
調
巴

己

①
)

は

明
白

な
同
意

に
よ

っ
て
作

り
出

す

こ
と

は
で
き
な

い
と

い
う

こ
と

を
仮
定

(
6
)

し
て
い
る
。
」

ま
た

「憲
法
そ
れ
自
体
で
は
作
用
し
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
ひ
と

び
と
に
よ

っ
て
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ

る
。
憲
法
は
国

民
的
な
協
力
の
手
段

(碧

ぎ
。・仲ヨ
目
。暮

。{
冨
け凶。器
一
8
6
需
翼

即8
)
で

あ
り
、
そ
し
て
協
力
の
精
神
は
、
手
段
と
同
様

に
必
要
で
あ
る
。
憲
法
的

慣
行
は
、

こ
の
協
力
を
成
就
す
る
た
め
に
念
入
り
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
規

範
で
あ
る
。
同
様
に
、
憲
法
の
効
力
は
、
国
民
生
活
の
変
化
す
る
情
況
に

応
じ
て
変
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
法
が
確
立
し
て
い
る
時
で
さ
.托
、

新
し

い
要
求

は
、
新
た
な
重
要
性
と
新

た
な
方
向
を
求
め
る
。
ひ
と
び
と

は
新
た
な
要
求
を
満
す
た
め
に
古
い
法
を
運
用
・、
な
け
れ
ば
霧

な
い
。

憲
法
的
慣
行

は
ひ
と
び
と
が
念
入
り
に
作
り
上
げ
た
規
範

で
あ
る
。」

そ
し
て

「必
然
的
に
、
憲
法
的
慣
行

は
い
憲
法
構
造

の
さ
ま
ざ
ま
な
部

分

の
作
用
、
そ

の
相
互
関
係
と
そ
れ
と
臣
民
と
の
関
係
を
規
制
す
る
た
め

に
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慣
行
は
こ
の
よ
う
な
情
況
に
お
い
て
生

ず

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、

い
つ
も
二
つ
の
共
通

の
特
徴
を
有
す
る
で

あ
ろ
う
。
第

一
に
、
憲
法
が
実
際

に
作
用
し
て
い
る
方
法
を
見

い
出

せ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら

の
慣
行
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慣

行
は
そ
れ
が
必
要
条
件
と
し
て
い
る
法
規
範
が
適
用
さ
れ
る
方
法
を
確
定

す
る

の
で
、
事
実
そ
れ
は
、
憲
法
の
原
動
力

(盛
。
ヨ
9
貯
。
も
薯

臼
。
h
導
。

8
ロ
。。蔓
信
け一§
)
で
あ
る
。
第
二
に
そ
れ
ら
の
慣
行
は
、
常

に
そ

の
時
代
に

普
及
し
て
い
る
憲
法
上
の
理
論
に
応
じ
て
、
憲
法
が
実
際
に
作
用
す
る
こ

(
8
)

と
を
確
実
に
す
る
よ
う

に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
」。

こ
の
よ
う
に
、

一

般
的

に
い
え
ば
、
慣
行
は
法
を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
真

実

で
あ
る
。

「憲
法

の
法
的
規
範
と
非
法
的
規
範
と
は
密
接
な
関
係
が

あ

る
。

ア

メ

リ
カ
合
衆
国

に
お

い
て
、
合
憲
あ
る
い
は
違
憲
と

い
う
言
葉
は
、
あ
る
行

為
が
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
解
釈
、
適
用
さ
れ
る
憲
法
典

に
含
ま
れ
て
い

る
基
本
法
と

一
致
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
表
わ
す
の
に
用
い
ら

れ
る
。
他
方
…
…
国
王
が
、

一
九

=
二
年
の
ア
イ

ル
ラ
ソ
ド
の
自
治

に
関

す
る
法
律
案

に
同
意
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
法
的
権
利
を
も

っ
て
い
る
こ

と
は
全

て
の
政
党

に
よ

っ
て
同
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
激
し
い
議
論
が
、

そ
う
す
る
か
れ
の
憲
法
的
権
利
に
関
し
て
続

い
た
。
そ
の
時

の
問
題
点
は

…
…
憲
法

の
非
法
的
規
範

に
よ

っ
て
国
王
に
対
し
て
許
さ
れ
て
い
る
権
力

の
性
質
と
範
囲
で
あ

匙

」・

こ
れ
多

イ

シ
ゐ

、

慣
行

(§

尋

94(94)
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イギ リス憲法の慣行について

什ざ
コ
。。)
と
呼

ん
で
い
る
。
何
が

イ
ギ

リ
ス
憲
法

の
慣
行
で
あ
る
か
と
い
う

疑
問

に
答
え
る

一
つ
の
方
法
は
、
特
別
な
実
例
を
言
及
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「君
主
が
通
常
内
閣
が
辞
職
す
る
際

に
は
、
反
対
党

の
首

長

に
新
し
い
内
閣
を
組
閣
す
る
こ
と
を
要
請
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
あ
る

い

は

一
九

一
一
年
以
前

に
お
い
て
は
、
貴
族
院
は
庶
民
院

に
よ

っ
て
正
式

に

可
決
さ
れ
た
金
銭
法
案

に
反
対
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
あ

る

い
は

(
一
九

三

一
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー
条
例
の
前
文
か
ら
引
用
す
れ
ば
)
王
位
継
承

に

関
す
る
法
あ
る
い
は
国
王
の
称
号
に
関
す
る
法

の
い
か
な
る
変
更
も
、
連

合
王
国

の
議
会
と
同
様
全
て
の
自
治
領
の
同
意
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す

(
10

)

る
と
い
う

こ
と
」
が

こ
の
慣
行

の
実
例
で
あ
る
。
「憲
法

の
慣

行

は
、
憲

法
を

運
用
す
る
人
び
と
に
よ

っ
て
拘
束
力
あ
る
も

の
と

考

え
ら

れ
、
(し

か
し
裁
判
所
に
よ

っ
て
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
け
れ
ど

も
)、

裁
判
所
、

あ
る
い
は
両
院
の
議
長

に
よ

っ
て
も
強
要
さ
れ
な

い
憲

法
的
行
為

に
関
す
る
確
か
な
規
範
」
を
意
味
す
る
。
議
会
議
事
手
続
き

の

ほ
と
ん
ど
を
定
義

し
、
そ
し
て
た
と
え
ば
庶
民
院

の
議
長
に
よ

っ
て
適
用

さ
れ
、
解
釈
さ
れ
て
い
る

《議
会
の
法
と
慣
習
》
(夢
o
『
毛
雪
山
o場
8
ヨ

(
12
)

o
h
思
『ぽ
ヨ
。馨
)
は
慣
行

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
除
外
ぎ

れ

る
。

「多

く

の

憲
法
は
、
主
要
な
規
定

の
意
味
と
適
用
を
明
白

に
す
る
た
め
に
多
く

の
付

加
さ
れ
た
法
的
規
範
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
変

化
す

る

世
界

に
お

い

て
、

こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
の
全
て
の
疑

い
を
、
制
定
法
あ
る
い
は
判
決

に
よ

っ
て
、

め

っ
た
に
、
根
絶
し
た
り
、
妨
げ
た
り
す

る
こ
と
が

で
き
な

い
。

こ
の
結
果
、
し
ば

し
ぼ
権
利
を
行
使
す
る
ひ
と
び
と
、
あ
る

い
は
法

的

に
授
与
さ
れ
、
定
義
さ
れ
、
あ

る
い
は
許
さ
れ
て
い
る
権
力
を
揮
う

ひ

(
13
)

と
に
か
な
り

の
程
度

の
自
由
裁
量
を
任
せ
て
い
る
」。
ダ

イ

シ
ー
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に

「慣
行
が
発
展
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
自
由
裁
量

(
14

)

権
の
行
使
を
規
制
す
る
こ
と

で
あ
る
」
。
「
こ
の
よ
う
に
し
て
、
総
理
大
臣

の
選
出

に
お
い
て
、
君
主
に
よ
っ
て
従
わ
れ
る
手
続
を
規
定
し
て
い
る
規

範
は
、

か
れ
が
助
言
者
を
任
命
す
る
国
王
大
権
を
行
使
す
ぺ
き
方
法
を
規

制
し
て
い
る
。
法
的
国
王
大
権
は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
総
理
大
臣

の
役

職
1
ー

そ
れ
自
体

は
慣
行
上
の
地
位

で
あ
る
1
1

の
任
命
は
、
今
も
な
お

君
主

に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
同
様

に
い
か
な
る
法
律
案
も
国
王
の
同

意
を
受
け
る
ま
で
は
、
制
定
法
に
は
な
り
え
な

い
。
し
か
し
、
署
名
を
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
君
主

の
自
由
裁
量
は
、
両
院
に
よ

っ
て
正
式
に

可
決
さ
れ
た
法
律
案

に
か
れ
は
い
つ
も
署
名
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
規
範

〔
非
法
的
規
範
l
l
筆

者
注
〕
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
国
王
の
自
由
裁
量

は
、
事
実
上
廃
止
さ
れ
て
い
る
と
同
様
に
制

(
15

)

限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
的
地
位

は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
」。
「慣
行

の

目
的
は
憲
法
的
自
由
裁
量

(8
ロ
。。江
ε
二
8
巴

象
8
「o酔凶g
)
の
行
使

を

定

義
す
る
こ
と
で
み
聴
」
・
換
言
す
れ
ば
、
「慣
行
は
法
的
規
範
が
適
用
さ
れ

(
17

)

る
方
法
を
規
制
す
る
非
法
的
規
範

で
あ
る
」。
国
王
大
権
を
こ
の
よ
う

な

慣
行

に
よ

っ
て
制
限

し
た
こ
と
が
イ
ギ

リ
ス
の
近
代
的
な
統
治
構
造
を
作

り
上
げ

た
。

ウ

ィ
ア
ー
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
的
統
治
制
度

は

「本
質
的
特
性

(臣
・
。器
①馨
覧

。冨
冨
。仲。『馨
ざ
)
を
有
鷲

憲
法
難

の
範

囲
内

に

お

い
て
、
法

と
慣
行

と
が
提
携

し
た
も

の
で
あ

る
」
。

こ
の
こ

と
が

、
単

に
法

の
状
態

(↓げ
Φ
吻け
僧
けΦ
O
h
け『
O
一僧
埼
)

を
昌一一ロ
及
す

る

こ
と

に

C95)95
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よ

っ
て
だ
け
で
は
、
憲
法
論
争
を
解
決
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
る
理
由

(
19

)

で
あ

る
。
「
こ
の
慣
行
が
正
確

に
は
何
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
か
」
、
ま
た

「
イ
ギ

リ
ス
憲
法
を
研
究
し
て
い
る
学
生
は
、
そ
れ
が
言

い
表

わ

し

て

い

(
20

)

る
も

の
を
ど

の
よ
う

に
し

て
見

い
出
す

の
か
」

と

い
う
疑

問
が

生
ず

る
。

イ
ギ

リ
ス
で
は
、

憲

法
的

(
8
昌
。。
鼻
暮
ざ
昌
&

と

法

的

(
8
頓
&

と

い
う

用
語

は
対

照
的

な
も

の
で
あ

る
。

「
た
と

え
ば

、
大

臣

の
行
為

は

合

法

的

で
あ

る
が
、

し
か
し
、

合
憲
的

で
な

い
と

わ
た
く

し
た

ち
が

い
う

場
合
が

そ

う

で
あ

る
。

公
的

な
事

柄

(
陰
げ
ぽ

髄
h武

邑

に
関
係

し

て
い
る
わ

た

く

し

た
ち

の
法
規

範

は
、

公
的

な
事
柄

に
関
係

し
て

い
る
、

法
規
範

で
な

い
規

範

に
非

常

に
密

接

に
関
連

し

て
い
る
。
そ

し

て
そ

れ

は
、

時

々
、
憲

法
的

道

徳

(8
目
.。
替

ロ
ユ
8

鑑

旨
o
『
聾

ξ
)
、

あ

る

い
は
憲

法
的
慣

例

(
8
ロ
。

切
けぎ

紳一8

巴

隅
器
台
一8
)
の
規
範
、
憲

法

の
慣
習

(
昏
Φ

。
場
8
臼
㎝
9

誓
。

8
霧

聾
三
ざ
ロ
)
、
憲

法

の
慣

行

(
け,
O
O
O
口
く
O
口
紳一〇
口
㎝
O
h
昏炉
O
O
O
口
◎o
再一ゴ
」
酔一〇
口
)

ま
た

さ
ら

に
憲

法

上

の
了
解

(8
霧
鼻

ロ
ニ
8

巴

§

山
。
窃
訂
ロ
蝕
昌
。q
・。
)
と
呼

ば

れ

る
規
範

で
あ

る
。

あ

る

ひ
と

の
行
為

は
合

法
的

で
あ

る
が
、

合
憲

的

で
は
な

い
と
わ

た
く

し

た
ち
が

い
う
時

に
言
及

す
る

の
は
後
者

の
種
類

の

規
範
ー
1
す
な
わ
ち
法
的
規
範
で
は
な
い
規
範
1

に
違
反
し
て
い
る
の

で
あ

る
。
か
れ
は
法
的
規
範
を
破

っ
て
い
な

い
が
、
あ

る
憲

法
的

慣

習

(8
霧
蜂
註

8
巴
器
餌。q
。)
の
規
範
1

あ
る
憲
法

の
慣
行
ー

を
破

っ
て

い
る
。
裁
判
所
は
、
か
れ
を
罰
し
た
り
、

か
れ
が
悪
事
を
行

っ
た
こ
と
を

認
知
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

か
れ
は

一
般
的
に

遵
守

さ
れ
、
そ
し
て

一
般
的

に
、
ひ
と
び
と
の
意
見
に
よ
っ
て
破
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
規
範
を
破

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
言
葉

の
用
語
法
は
、

わ
れ
わ
れ
の

(さ
し
あ
た
り
の
)
目
的
で
あ
る
法
の
ど
の
部
分
が
憲
法
的
と

呼
ば
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
確
定
す
る
場
合

に
お
い
て
、
わ
た
く
し
た
ち

に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
共
通

の
意
見

(8
ヨ
・

ヨ
。
ロ
。
覧
巳
8
)

に
従
え
ぽ
、

こ
の
言
葉

の
用
語
法
は
、
特
定

の
規
範

は
、

法
的
規
範
で
は
な
い
憲
法
的
規
範

で
あ
る
と
、
単
に
わ
た
く
し
た
ち
に
教

(
21

)

え
て
く
れ
る
の
み
で
あ
る
」
。

た
と
え
ば
、
君
主
が
議
会
に
よ

っ
て
可
決
さ
れ
た
法
律
案
に
同
意
す
る

こ
と
を
通
常
拒
否
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う

一
般
的
な
合
意
が
存
在
す
る

が
、
「も
し
国
王
ジ

ョ
ー
ジ
五
世
が
自
由
党
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
自

治
法
案

を
拒
否
し
た
な
ら
ば
、
か
れ
は
、
合

憲

的

に

(8
ヨ
葺
亀

o言
ξ
)
行
為

し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
、

一
九

一
一
年
の
制
定
法
に
と

っ

て
、
貴
族
院

の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
に
、

か
れ

に
多
く

の
新
貴
族
を
創
設
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。

一
体

い
か
な
る
慣
行
が
自
由
裁
量
の
ど
の
分
野

に
存
在
す
る
か
と
い

(
22

)

う
疑

問

に
議

論
が
集
中

す

る
か
も
知

れ
な

い
」
。

と

こ
ろ

で
非
法
的

規
範

は
慣

行

(O
O
口
く
Φ
口
け一〇
昌
むo)
と

慣

習

(臣
お
Φ
㎝
)

に
分

類

で
き

る
が
、

し
か

し
、

ウ

ィ
ア
ー
が
指
摘

し
て

い
る

よ
う

に

「
個

々
の
行

為
が
義

務
的

(o
些

魁
8
蔓
)
な
も

の
で
あ

る
か
、
あ

る

い
は
説
得

的

(
噂
Φ
「
oo二
螢
ロリ
一く
o
)
な
も

の
に
す
ぎ

な

い

の
か
を
区
別
す

る

こ
と

は
、

し

(
23

)

ば

し
ば
困
難

な

も

の
で
あ

る
」
。
「
君
主
は
、
両
院
に
よ

っ
て
、
正
式
に

可
決
さ
れ
た
い
か
な
る
法
律
案

に
同
意
す
べ
き

で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
、

慣
行

で
あ
る
が
、

し
か
し
、
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
庶
民
院
を
解
散
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
る
時
に
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
対
す
る
君
主
の
同
意
は
、

96Css)



品

イギ リス憲法の慣行について

慣
習

の
問
題

(薗
ヨ
暮
8
『
o
h
ロ
。・牌αq
o。・)
で
あ
る
と

い
う

こ
と
に
含

ま
れ
て

い
る
常
識
的
区
別
に
は
困
難
が
あ
る
。

こ
の
場
合

に
お
け
る
か
れ
の
同
意

は
、

い
か
な
る
情
況
に
お
い
て
も
義
務
的
な
も

の
で
は
な
い
。
…
…
規
範

が
行
為
を
導
き
、
義
務
に
つ
い
て
陳
述

し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
何
か
を

規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ

に
反
し
て
、

こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い

る
定
義

に
よ
れ
ば
、
慣
習
は
現
実

の
行
為
を
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
個

々
の
行
為
が
義
務
的
な
も

の
で
な
い
と
い
う
理

由
は
、

そ
れ
に
関
す

る
い
か
な
る
陳
述
も

《
記
述
に
す
ぎ

な
い
》
と

い
う

事
実

に
は
存
在

し
え
な
い
。
記
述
は

一
種

の
弱

い
規
定

で
は
な
い
。
慣
習

は
全
く
、
定

め
ら
れ
た
言
葉

で
は
な
い
の
で
、
説
得
力

の
あ

る
慣
習
に
つ

い
て
語

る
こ
と
は
少
し
ば

か
り
奇
妙
で
あ
る
。
も
し
慣
習
が
行
為

に
関
連

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
例
外
を
、
疑
う
余
地
も
な
く
、
正
確
に

記
述
し
え
な
い
規
範

の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

し
か
し
、

例
外
ー

た
と
え
ば
、
君
主
は
、
X

・
Y
と
Z
の
情
況
を
除

い
て
、
解
散

を
容
認
し
う
る
と
い
う
例
外
ー

が

正
確
に
明
記
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の

規
範

は
こ
の
方
式

で
適
用
さ
れ
、

そ
し
て
そ
れ
は
慣
行
で
あ
ろ
う
。

(慣

行
と
慣
習
を
区
別
す
る
)
困
難
さ
は
、
署
名
、

解
散

の
よ
う
な
行
為
を
取
り

上
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
義
務
性
を
問
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
し
か
し

解
散
に

つ
い
て
の
規
範
は
慣
行
で
あ
る
。
正
確

に
陳
述
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

義
務
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
乎

慣
行

と
慣
習

(。
8

<
g
二
8

助
包

島
縄
。
)

の
相
違

は
、
そ

れ
程

明
確
な

も

の
で
は
な

い
。

た
と

え
ぽ

一
九

四
〇
年

に
、

ル
ー
ズ

ベ

ル
ト
が
三
期

目

の
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
時

に
、
1

明
白
に
、

こ
の
こ
と
を
禁
止
し
て

い
る
確
立
し
た
規
範
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー

起

っ
た
よ
う
な
慣
行

の
違

反

(
角
げ
『O
P
O
げ
O
h
6
0
口
く
O
口
紳一〇
口
)

に

つ
い
て
、

ウ

ィ
ア
ー
は
そ

の
状

態

の
奇

行

を
次

の
よ
う

に
指
摘

し

て
い
る
。
「
こ
れ

は
、
一
九
四
〇
年

ま

で
、

ア
メ
リ

カ
合
衆

国

で
慣
行

と

し
て
考
え

ら
れ

て
い
た
も

の
が

、
実
際

は
慣

習

に
す
ぎ

な

か

っ
た

こ
と
を
意
味

し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う

か
。

あ

る

い
は
、

慣

行

は
そ

の
時

ま

で
存
在

し
、
そ

し

て
改
正

さ
れ
、
あ

る

い
は
廃

止
さ
れ
、

あ

る

い
は
正

に
破

ら
れ

て
し
ま

っ
た
と

い
う
方
が

よ

り

正

確

で
あ

ろ

う

(
25

)

か
」
。
た
ぶ
ん

「
こ
の
規
範
は
実
際
に
破
ら
れ
た
と
も

い
え
る
し
、
あ
る
い

は
そ
れ
が
破
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
と
し
か
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

後
者

の
場
合
、
変
化
し
た
慣
行
を
黙
認
し
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
判
決

が
前

の
判
決
を
く

つ
が
え
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
区
別
し
た
結
果
で

あ
る
よ
う

に
、
単

に
も
と
の
慣
行

の
範
囲
内

か
ら
、
合
法
的
に
引
き
出
さ

(
26
)

れ
た
区
別
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
」。

憲
法
問
題
に
直
面
し
た
時
に
、
「第

一
に
こ
の
情
況
に
ど
ち
ら

の
規

範

を
適
用
す

る
か
、
第
二
に
そ
の
正
確
な
内
容
、
あ
る
い
は
意
味
は
何
で
あ

る
か
、
第

三
に
、
こ
の
情
況
に
関
し
て
、
ど
ん
な
重
要
な
事
実
が
規
範

の

適
用
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
あ
る
い
は
決
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
尋
ね
る

(
27
)

こ
と
は
適
切
な

こ
と
で
あ
る
」。

こ
れ
ら
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
は
、
慣

行
と
慣
習

の
区
別
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
慣
行

と
慣
習
を
区
別
す
る
こ
と
に
対
す
る
異
議

で
あ
る
。

「
も
し
社
会
的
立
法

(。。。
9
巴
一Φ頓箆
僧幹ご
・
)
を
立
案
す
る
た
め
に
、
諸
利

益
を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
規
範
が
存
在
す
る
と

い
う
ジ

ェ
昌
ソ
グ

ス
の
示
唆
に
戻
れ
ば
、
こ
の
異
議
は
、
よ
り
明
白
な
も

の
に
な
る
か
も
知

(97)97
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(
28
)

れ
な

い
。
こ
の
実
例
に
お
い
て
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
慣
習
あ
る
い
は

一

組

の
慣
習
に
直
面
し
て
い
る
と
主
張
し
う
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

こ
れ
が
、

同
意

に
よ

っ
て
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務

に
関
す
る

一
般

的
な

(拘
束
力
あ
る
)
規
範

の
実
例
で
あ

る
か
、
あ

る

い
は
行

政

的
慣
例

に
関
す
る
正
確
な

一
般
化
で
あ

る
か
、
そ
れ
と
も
イ
ギ
リ

ス
の
政
治
家

の

通
常

の
政
治
的
応
答

(旦

三
8
=

。
。。宕
ロ
。・。)l
I

し
か
し
、
こ
れ
は
唯

一

の
可
能
な
応
答
で
は
な

い
ト
ー
に
つ
い
て
の
真
実

の
記
述
で
あ
る
の
か
。

も

し
、
あ
る
慣
例
上
の
規
範

(吻o
ヨ
。
覚
。
。・。ユ
嘗
貯
。
『巳
。)
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
国
民
健
康

(法
)
を
定

め
る
た
め
に
、
イ
ギ

リ
ス
医
師
会

の
意
見
を
聞

か
な

い
こ
と
は
、
違
憲

(§

8
霧
§
暮
凶。ロ
&

で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
か
、
あ

る
い
は
、
議
院
外

の
諮
問

の
完
全
な
欠
如
が

違
憲
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
ら
は
尋
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

質
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
慣
行
と
慣
習
の
区
別
は

(
こ
の
質
問
に
対
し
て
)

(
29
)

な

ん
の
助
力
も
提
供
し
て
い
な

い
」。

ま
た
、
非
法
的
規
範

の
分

野

に

お

い
て
正
式

の
司
法
機
関
が
存
在
し
な

い
こ
と
は
、
「慣
行

の
公

式

化
、
適

用
と
確
証

(夢
。
8
『目
帥けご
P

僧署
膏
釦
一ご
P

隅
巳

冠
Φ三
強
B
二
。昌
9

8
・

。
く
。
昌
け一。
ロ
・,)
(峯

い
て

の
疑

問
を
裁

決
す

る

.と

が
困
難

で
あ

る

.と

を

意
味

し
て
い
る
」。

「ダ
イ
シ
ー
は
こ
の
困
難
さ
と
じ
か
に
直
面
し
て
い
な

い
が
、

し
か
し
、

か
れ
の
理
論
は
、
第
三
者

の
た
め
の
規
準
f
l
す
な
わ

ち
多
く
の
承
認
さ
れ
た
非
法
的
規
範

(
こ
の
違
反
が
正
式
の
法
的
規
範
と
の
衝

突
を
招
く
で
あ
ろ
う
)
ー

を
示
唆
し
て
い
る
。
た
ぶ
ん
こ
れ
と
同

一
の
規

準

は
、
同
様
に
そ
の
規
範

の
公
式
化
と
適
用
を
助
け
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ

と

は
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ジ

ェ
昌
ソ
グ

ス
や
他

の
も

の
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
精

々
あ
る
慣
行

に
の
み
適
用
さ

れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
違
反

の
結
果
に
対
し
て
十
分
な
根
拠
も
、

ま
た
論
争
の
解
決
の
た
め
の
十
分
な
規
準
を
提
供
し
て
い
鶴
圃
」。

し
か

し
ダ
イ

シ
ー
が
慣
行

の
効
力

に
留
意
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
は
正

し
か

っ
た
と
い
え
る
。

ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス
自
身

の
慣
行

の
説
明
は
よ
り
信
頼
で
き
る
け
れ
ど
も
、

し
か
し
、
そ
れ
は
、
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
は
な

い
。
個

々
の
慣

行
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
規
準
は
、
ジ

ェ
昌
ソ
グ

ス
に
よ
れ

ば
、
「第

一
に
何
が
先
例

(隅
9
&
。韓
。・)
か
。
第
二
に
先
例

に
お

い
て
、

行
為
者
が
規
範

に
よ

っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
た
か
。
第
三

に
規
範

の
た
め
の
理
由
が
存
在
す
る
か
。
良
き
理
由
を
も

っ
た

一
つ
の
先
例
は
規

範
を
確
立
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
を

も
距
な
い

一
連

の
先
例
は
、
関
係
者
が
そ
れ
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
み
な

す
こ
と
が
完
全
に
確
か
な
も

の
で
な

い
限
り
、
利
用
さ
れ
う
る
も
の
と
は

(
32

)

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

慣
行
が
存
在
し
、
機
能
す
る
た
め
に
は
、
「行
為
者
が
、
は

っ
き

り
と

慣
行

(特
に
そ
の
義
務
的
な
性
質
ー

も
し
か
れ
が
、
事
実
上
、
自
意
識
的
な
徳

以
外
の
理
由
に
よ

っ
て
、
慣
行
に
順
応
す
る
と
し
て
も
ー
ー
)
に
気

づ
か
な
け

れ

(
33
)

ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
「
こ
の
義
務

に
気
づ
く
こ
と
は
、
慣
行
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
特
性
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
義
務
が

一
般
的
に
憲
法
を

運
用
し
て
い
る
ひ
と
び
と
、
す
な
わ
ち
当
局
者

の
間
で
感
じ
ら
れ
る
場
合

に
の
み
、
そ
れ
は
、
確

か
な
指
標
で
あ

る
。
そ

の
欠
如
は
決
定
的
な
も

の

で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
決
定
的
な
も

の
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
。
本
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イギ リス憲法の慣行について

質
的

に
も
、
本
来
的

に
も
、
そ
れ

は
十
分
な
試
金
石

で
も
な
い
し
・
ま
た
・

そ
う
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
行
為
者

は
、

か
れ
ら
の
意
見

に
よ

っ

て
分
裂
し
、
そ
し
て
、
(緊

ら
は
か
れ
ら
の
霧

に
つ
い
て
誤
解
す
る
か

も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

一
九
二
四
年
ジ

ョ
ー
ジ
五
世
が
ボ

ー
ル
ド
ウ

ィ
ソ
を
総
理
大
臣
に
任
命

す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、
「
か
れ
は
か
れ
自
身

そ

う

す

る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
誤
解

し
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
」
と

い
う
根
拠

に
基
づ

い
て
ジ

、
ニ
ン
グ

ス
は
論
破
し
て
い
(華

換
言

す
れ
ば

「義
務

に
気
づ
い
て
い
る
か
ど
う

か

の
考
査

(言
。・酔)
は
・

ど

の

よ
う
な
意
味
深
長
な
疑
い
も
、
あ
る
い
は
論
争
を
も
解
決
す
る
助
け
に
は

な

り
、羨

い
が
、

そ
れ

は
、

.
」
の
よ
う
な
論

争
が

存
在

し
な

い
時
・
精

々

定
義

に
よ

っ
て
、
明
白
に
確
立
し
た
慣
行

の
存
在
を
証
明
す
る
助
け
に
な

り
う
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス
は
、

こ

の
考

査

は

《先

例
》
(
も
「
o
o
a
o
暮
)
と

奮

蓬

由
》

(。・
邑

『
§

昌
)
に
よ

っ
て
の
み
用

い
ら
れ

る
と
提
案

し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
査
が
互
い
に
ど

の
よ
う
に

関
連
し
ム
・
っ
て
い
る
か
は
全
く
明
白
で
は
な

い
。

ま
た
・

こ

の
場
合

の

《
よ
き
理
由
》
が
査
定
を
行
う
こ
と

(§

ヨ
鋤葺

・ぎ

§

「鐘

)・

あ

る
い
は
、
単

に
査
定
を
報

告

す

る

こ
と

(蕾

目
・ー

§

量

。q
。
h

自
や
唱
.
。
一.
.
一)

を
意

味

し
て

い
る
か
ど
う

か
も

全

く
明
ら

か

で
は
な

い
・

そ

し

て
ぬ

も

し
よ
き
理
由

を
も

つ

一
つ
の
先
例

が
規
範

を
確

立

で
き

る
な
ら

ば
、
《
理
由
》

(『。m・。昌
)

と

《確
立
す
る
》
(…
け岱葦

)
と

い
う
二
つ
の

曽
.葉

の
も

つ
あ
る
暴

に
お
い
て
、
悪

い
理
由
を
も

2

つ
の
先
例
が
規

範
を
確
立
す
る
の
に
+
分
で
あ
り
う
る
。
更

に
、

い
か
な
る
先
禦

し
に
・

合
意

に
よ

っ
て
確
立
さ
れ

た
規
範
が

明
白

に
可
能

で
あ
り
、
ま
た
・
《
全

て

の

一
連

の
先

例
》
(
宅
渉
。
】㊥
。。
三
醤

o
h
只
8
鼠
。
馨
加
)
で
さ
え
・
ど

の
よ
う

な
規
範
も

確
立

で
き

な

い

の
で
、
《
先
例
》
は
明
白

に
、
決
定
的

な
も

の
で

は
な

い
。

ま
た
、
ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス
は
、
慣
行
が
霧

感
を
と
も
な
う
先
例

に
基
づ
い
て
の
み
生
じ
う
る
ー

よ
き
理
由
な
し
で
は
、
こ
の
よ
う
な
慣

罐
翰

縫

麓
難

鞭

簾

》
-
か
れ
は
一爪唆
い

と
こ
ろ
で
、
慣
行
上

の
規
範

は
ど
の
よ
う
に
先
例
と
関
連

し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
「
イ
ギ
リ

ス
の
法
制
度

に
お
い
て
司
法

の
階
級
組

織

の
最

高
の
裁
判
所
で
決
定
さ
れ
た
全
て
の
判
例
ー

こ
れ
ら
の
判
決
は
、
他
の

類
似
し
た
事
件
を
扱
う
他
の
全
て
の
裁
判
を
拘
束
す
る
i

先
例
で
あ
る
・

.」
の
よ
う

に
し
て
、
判
決
あ

る

い
は
先
例
が

法
準
則

(
喜

.・
。
h
ぎ

)
を

確
立
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
後

の
事
件
に
お
い
て

も
ち
ろ
ん
裁

判
官
は
、
ど
ん
な
蒙

則
が
確
立
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
・
そ
れ
が
か
れ
ら

の
か
か
わ

っ
て
い
る
清
況
に
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
…
…
け
れ
ど
も
慣
行

に
関
す
る
場
合

は
、
以
前
の

蓮

の
類
似

の
行
為
で
さ
、兄
、
(驚

で
も
慣
行
上

の
規
範
を
確
立
す
る
の
に
+
分

で
は

な

い
よ
う

に
み
、兄
る
」
。

、あ

よ
う
な

わ
け

で
、
ジ

ご

ヲ

グ

ス
は
・
規
範

を
確

立
す
る
先

例
と
そ

う

で
な

い
先

例
、

つ
ま
り
、
余
規
範
的
》

(
8
§

卑

.一く
。)
先
例
と

《単
純
な
》

(・・凶昌

・)
先
例
の
区
別
を
設
窪

・

イ
ギ
リ

ス
人
は
、
奨

の
行
為

の
た
め
に
適
切

で
、
望
芒

い
、
そ
し
て
認

め
ら

働

れ
う
る
ひ
な
型
と
し
て
考
え
ら
れ
る
実
例
を
言
及
す
る
た
め
に

《先
例
》

と
い
ゑ

=.葉

を
用
い
る
。

し
か
し
、

窺

範
的
》
先
例
と

《単
純
な
》
先
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例

と

の
区

別

は
、

そ
れ

程
明

り

ょ
う

な
も

の
で
は
な

い
。

二

九

二
五
年

の
実

例

は
、
教

訓
的

な
も

の
で
あ

る
。
ジ

ョ
ー
ジ
五
世

が

カ
ー
ズ

ン
卿

(
い
O
『
山
(
)藍
『
N
O
口
)
の

代

り

に
、
ボ

ー

ル
ド
ウ

ィ
ソ
氏

(
竃
『

切
。
崔
三
昌
)

を
任
命

し
た

時
、

新

し

い
規
範

〔
非

法
的
規
範

-
筆

者
注

〕

ー

総
理
大
臣
は
常
に
庶
民
院
議
員
で
あ
る
べ
き

で
あ

る
と

い
う
規
範

ー

を
か
れ
が
確
立
し
た
と
い
う
意
見
の
真
偽
を
た
だ
す
こ
と
は
、
理
由

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
今
で
は
、
あ
る
政
党
が
非
常

に
少
数
の
議

員

し
か
も
た
な

い
議
院
、

そ
し
て
、

主
要
な
議
論
、

決
定
が

ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
い
議
院
に
総
理
大
臣
が
属
す
べ
き
で
な
い
と
い
う

一
般
的
な
見

解
が
存
在
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

っ
て
、

一

九
二
四
年
の
国
王
の
行
為
が
今
で
は
先
例
と
し
て
一夏

さ
れ
暴

」
・
「先

例
は
確
か
に
、
そ
れ
が
規
範
を
形
づ
く
る
た
め
の
示
唆
を
与
え
る
限
り
、

役
立

つ
指
標
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
も

の
で
さ
え
、
そ
の

使
用
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
先
例
が
証
拠
と
し
て
認
め
て
い
る
規
範

の
正

確
な
内
容
に
関
す
る
意
見

の
相
違
が
、
し
ば

し
ば
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。

規
範
が
適
用
さ
れ
る
正
確
な
情
況
に
関
す
る
意
見
の
相
違
も
、
ま
た
存
在

し
続
け
る
か
も

知
れ
な
い
。

鰭

て
さ
ら
に
、

状
態
が
変
化
し
、

そ
れ

に
と
も
な

っ
て
規
範
が
変
化
す
る
」
。

た
と

え
ば
、

ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス
は
、

「
一
八
三
二
年
以
前

に
生
じ
た
先
例
は
、

ま
れ
な
場
合
に
の
み
、

用
い
ら

れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
選
挙
法
は
、
憲
法

の
基
本
的
な
仮
定

(
け穿
。
h錐

帥
目
。
昌
け
臼
一
伽
加
・。崖
ヨ
唱
仲
一。
昌

。
穿

。
§

・。け
一酔ロ
け
9

を

変

更

し

た

か

ら

で
あ

る
」

と
記
述
し
て
い
る
。

「そ
れ
故

に
当
局
者
間

に
お
け
る

一
般

的
な
義
務
感
も
、
ま
た
先
例
も
、
規
範
を
確
立
す
る
た
め
に
、
あ
る

い
は

そ

の
存

在
と
正
確

な
内
容

を
明
確

に
論
証
す

る
た
め

に
も
、
十
分

で
は
な

い
。

他
方

、
特

に

イ
ギ

リ

ス
の
よ
う

に
伝
統
が
尊

重
さ
れ

て
い
る
社
会

に

お
い
て

は
、

こ
れ
ら

の
ど
ち

ら

の
考
査

も
重
要
な
役
割

を
果

た
し
て

い
る
。

典
拠

と
先
例

の
重
要

さ
を
査
定

す

る
た
め
に
、
あ

る
い
は
、
新

し

い
状
態

を
評
価

す
る

た
め
に
、
論

争
が
あ

る
場
合
、
そ

の
状
態

に
含

ま
れ

て
い
る

諸
原
則

に

い

つ
も

訴
え

る
必
要
が
み
網
」
。

こ
れ

ら

の
諸
原
則

の

一
般

的
な
目
的

に

つ
い
て
、
ダ

イ

シ
ー
も
、

ジ

ェ

ニ
ソ
グ

ス
も
同
意

し

て

い
る
。
ダ

イ

シ
ー
に
と

っ
て
、

《
慣

行
》

は
外

国

で
国
民

主
権

(
聾
。
。。。
<
Φ
「
魚
σq
三
望

。
h
葺
φ
や
8
冨

)
と
呼
ば

れ

て
い
る
も

の
を
確
保
す

る
も

の
で
あ

り
、

ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス

に

と

っ
て
、
《
慣
行
》
が

憲

法

の
諸
原

則

に

一
致

し
、
そ

し

て
そ
れ

に
含

ま
れ

る
か
ら
そ
れ

は
存
在

し

て
い
る

の
で
あ

る
。

ジ

ェ
ニ
ン
グ

ス
は
イ
ギ

リ

ス
憲

法

は
、

民

主

制

(
畠
O
昌日◎
O
「岱
紳一〇
)
、

議
会
制

(
冨
忌
§

。
三
僻
還
)
、

君
主
制

(
ヨ
。
匿

琴
ぼ
。
&

霧

り
、

そ
し

て
内

閣
制
度

(⇔
g
げ
陣器
け
。・
誘
8
ヨ
)
で
あ
る
と
指
摘

し
て

い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
諸
原
則

は
、
そ
れ
自
体
慣
行
と
し
て
考
え
ら
れ

る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
う
る
。

「た
と
え
ば
君
主
制
と
民
主

制
と

の

理
念
の
疑
う
余
地
の
な
い
衝
突
に
直
面
す
る
こ
と
は
理
解
し
が
た
い
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
故

に
、
こ
れ
ら

の
諸
原
則
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ま
た
な

ぜ
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
一

す
な
わ
ち
慣
行
が
な
ぜ
存
在
し
、

縫
㌦
て
、
従
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ー
ー

を
尋

ね
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
」
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の
最
も
重
要
な
点
は
、
「慣
行
が
従
わ
れ
な

け
れ
ば
、
政
治
的
困
難
が
生
じ
る
か
ら
そ
れ
は
従
わ
舞

・」

と

い
う

ジ

ェ
ニ
ソ
グ

ス
の
示
唆
に
含
ま
れ
て
い
る
。
「
こ
の
回
答
を
完
全

な
も

の
に

1DOCloo)



イギ リス憲法の慣行について

す
る
た
め
に
は
.
そ
の
政
治
的
困
難

は
ど
ん
な
種
類

の
も

の
で
あ
る
か
を

尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
的
困
難

は
、
ど

の
よ
う
な

慣
行

の
違
反
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
多
く
の
行
為
か
ら
生
じ
う
る
か
ら
で

あ
る
。
政
府
が
賃
貸
料
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
ょ
り
、
あ
る
い
は
、

ロ
バ

ッ
ト

.
バ
ー
ン
ズ

の
誕
生
を
記
念
す
る
切
手
を
発
行
す
る
こ
と
を
拒
否
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
共
同
社
会
の
あ
る
部
分
を
不
快

に
さ
せ
る
時

は
い
つ

で
も
、
政
府
は
、
政
治
的
困
難

に
陥
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
決
定
も
、

い

か
な
る
意
味

に
お
い
て
も
、

《
違
憲
》

で
あ
る
と
ま
じ
め
に
主
張
さ
れ
え

な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慣
行

の
違
反
の
結
果
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
の
存
在
理
由
が
見
い
出
さ
れ
る
。
連
A
呈

国
政
府
は
』

九

三

一
年
以
前
に
は
自
治
領
の
た
め
の
法
律
を
制
定
し
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
以
降
関
係
当
事
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
国
王
の
地
位

に
影
響

を
及
ぼ
す
法
律
を
提
案

し
た
な
ら
ば
、

コ
モ
ソ
ウ

ェ
ル
ス
の

哨
つ
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
構
成
国
は
、
そ
れ
と
の
関
係
を
断

つ
で
あ
ろ
う
し
・
あ
る

い
は
、
少
な
く
と
も

コ
モ
ソ
ウ

ェ
ル
ス
の
き
ず
な
は
危
う
く
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

一
九
〇
九
年

に
起

っ
た
貴
族
院

の
権
限
を
制
限
し
て
い
る
慣
行

の

重
大
な
違
反
は
、
ち

ょ
う
ど
、
第
三
期
目
、
第
四
期
目
の
ル
τ
ズ
ベ
ル
ト

の
再
選
が
、
法
的

に
は
第
三
響

の
任
期
を
認
め
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
憲

法

の
修
正
第

二
+
二
条

の
徽
)用
に
至

っ
た
よ
う
に
、
や
が

三

九

=

年

の
制
定
法
を
可
決
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
」
。

も
し

君
主

の
権
限
を

制

限
し
て
い
る
慣
行

の
実
例
を
取
り

上
げ

れ
ば
、
(慣
行
の
)
違

反

は
・

君

鋪

の
地
位
あ
る
い
は
存
在
を
も
農

に
さ
ら
す
で
あ
ろ
う
と
主
張
さ
れ

う
る
。

「
.』
れ
ら
の
実
例

は
、
も
し
あ

る

法
的

権
限
が
そ
の
影
響
を
受
け

る
ひ
と
び
と
に
よ

ウ
て
黙
認
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
限
が
行
使

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
法
を
慣
行
が
描
写
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
統
治
す
る
君
主
の
法
的
権
限
、
庶
民
院
に
よ

っ
て
可
決
さ
れ
た

法
律
案
を
拒
否
す
る
貴
族
院

の
法
的
権
限
、
英
帝
国
の
法
律
を
可
決
す
る

連
合
王
国
の
法
的
権
限
i

こ
れ
ら
全

て
の
権
限
は
、
今
ま
で
に
確
立
さ

れ
た
慣
行
轟

っ
て
、
行
使
さ
れ
、
(あ
る
い
は
行
使
さ
れ
な
い
)
限
り
、
維

持

さ
れ

て
き

た
」
。

法

と
慣
行

に

つ
い
て

の
こ
の
よ
う
な
考
察

は
、
ダ

イ

シ
ー
に
よ

っ
て
主

張
さ
れ
て
い
る
も

の
と
似

て
い
る
が
、
し
か
し
塞

な
点
に
お
い
て
・
そ

れ
と

は
異
な
る
。
「
ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
慣
行
の
違
反
は
・

結

果
と

し

て
、
法
に
違
反
す
る
蓋
然
性
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
真
実
は
・
む
し
ろ

慣
行

の
違
反
が
、
法
に
お
け
る
変
化
、
あ
る
い
は
、
全

て
の
憲

薙

造

鱒灘
難

撮

嬰
鱒
.)麟

縫

簿
欝

す
る
理
由
は
次

の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
「あ

る
特
定

の
状
態

に
お
い
て
・

異
な
る
、
よ
り
明
確
蓮

由
-

た
と
え
ば
円
滑
で
、
効
果
的
な
行
政

の

霧

、
良

い
統
治

の
讐

に

つ
い
て
の

一
般
的
な
信
念
・
あ
る
い
は
あ
る

有
力
な
社
会
的
集
団

の
要
求
ー

が
た
だ
ち
に
よ
り
明
白
に
な
り
う
る
・

そ
し
て
、

.航

ら
の
理
由
は
、
慣
行
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
法
的
な

現

状

(
夢
Φ
一.
・q
・
一
・。
汁・
け嘗
・。
山
5
・
)
が

ひ
ど
く
農

に
さ

ら

さ

れ

る
場
合

に

D

お
い
て

の
み
、

い
わ
ゆ
る
行
政

的
慣
例

(
蝉
婁

ぎ

ぎ

翼

凶§

)
で

ω

は
な
く
、
む
し
ろ
、
慣
行
を
産
み
出
す
。
《理
由
》

の
第
三
の
規
謹

・
慣

行

に
関
す
る
基
本
的
な
馨

ー

こ
こ
で
は
、
特
に
、
規
範

は
何
で
募

m

軸 亀.↓_一



か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
と
、
規
範

は
何
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
困
難

で
あ
る
ー

の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ぶ
な

っ
か
し
い
規
準

で
あ
る
。
け

れ
ど
も
異
な
る
規
準
を
簡
単
に
、
不
要
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
ま

た
そ
う
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な

い
。
た
と
え
ば
先
例

に
言
及

す

る
こ
と
は
、
過
去
に
お
い
て
う
ま
く
や
り
と
げ
ら
れ
た
こ
と
、
あ
る
い

は
試
み
る
こ
と
さ
え
望
ま
し
く
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い

は
あ
る
情
況
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
、

有
用
で
あ
り
う
る
。

以
前

の
実
例

は
、

こ
れ
ら

の
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
先
例
と
な
る
。
望

ま
し
く
な

い
結
果
を
と
も

な
う
行
為
は
ー

も
し
そ
の
結
果
が
そ
の
当
時
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
も
ー

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ

っ
て
、
悪

い
先
例

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
行
為

の
政
治
的
結
果
は
必
然
的

に
明
確
な

情
況
、
特

に

一
般
的
な
政
治
的
信
念
、
社
会
に
お
け
る
権
力
の
分
配
、
内

閣
が
直
面
す
る
政
治
問
題
の
性
質
と
急
務

(匪
。
昌
暮
霞
①

魯
店

霞
。q
。ロ
。
罵

嵐

思
§
ぽ
帥
ご

3
三
㊥
ヨ
。,)
の
よ
う
な
も

の
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
先
例

そ
れ
自
体
は
、

一
般
的
規
範

の
継
続
的
存
在

(夢
Φ

8
・
仲凶壼

ぎ
。q

粟
韓
①・

冨
8

。
h
薗

鳴
ロ
9
巴

『菖
・
)
の
た
め
の
、
決
定
的
な
正
当
化
を
決
し
て
提

供
し
え
な

い
。
憲
法
を
運
用
す
る
ひ
と
び
と
の
権
威
あ
る
確
信
は
、
規
範

が
か
れ
ら
を
拘
束
し
て
い
る
と
思
う
ひ
と
び
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
認

め

ら
れ
な
い
限
り
、
規
範

は
明
白
に
存
在
す
る
と
い
わ
れ
え
な
い
事
実

か
ら

の
み
な
ら
ず
、
指
導
者
が
事
実
上
政
治
的
情
況
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

か
を
特
に
ょ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
位

に
お
か
れ
て
い
る
事
実

か
ら
も
、
そ
の
効
力
を
引
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
上
当
局
者
で
さ
え
、
麿

況
と
そ

の
可
能
性
に
関
し
て
誤

っ
た
評
価
を
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、

か
れ
ら
が
か
れ
ら
の
信
念
に
基
づ

い
て
誤
解
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

概
念
に
わ
か
り
や
す
い
意
味
を

つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
い
て
い

の
情
況
に
お
い
て
憲
法
の
諸
原
則
に
訴
え
る
こ
と
は
、
そ
の
効
力
を
維
持

す
る
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
的
諸
原
則

の
概
念
は
、
明
白
に
、
い
く

つ
か
の

解
釈
が
可
能

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
憲
法
を
運
用
提
起
す
る
ひ
と

び
と
の
基
本
的
な
仮
定
と
考
え
方

(夢
・
び
凱

。
婁

儀
ξ

ま

昌
昌
畠
罷
雷
。・)、

憲
法
の
運
用
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
憲
法
の

一
般
的
性
格

に
つ
い
て
の
大
ま
か
な

一
般
化
、
あ
る
い
は
、
単
に
訴
え
を
提
起
す
る
ひ

と
び
と
が

一
般
的
性
格
と
し
て
信
じ
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
り
、
あ
る
い

は
、
何
で
あ

る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
比
較
的
安
定
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら

の
中

か
ら
選
ぽ
れ
る

解
釈
は

一
致
す
る
傾
向
が
あ

り
、
従

っ
て
そ
れ
は
有
用
な
道
標
を
提
供
す

る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他

の
時
代
に
お
い
て
は
、
《原
則
》
に
訴
え
る

こ
と

は
憲
法
論
争
で
用

い
ら
れ
る

一
方

の
み
の
武
器

(磐

睾
,起
轟
o
竃
雷
尉6
鵠
)

　れ

　

に
す
ぎ

な

い
も

の
に
な

る
だ
ろ
う

」
。

次

に

「
慣
行

の
制

定
」
(
荘
。
国
匿
。
ぎ

Φ
三

9

0
。
ロ
<
Φ
嵩
け一。
房
)
に

つ
い

て
考

え

て
み
る

こ
と

に
す

る
。
制

定
法
、

ウ

ェ
ス
ト

ミ
ソ
ス
タ
ー
条

例

の

よ
う
な
法

律

で
例
証

さ
れ

て
い
る
慣
行

の
制
定

は
、

た
と

え
ば

、
国

王

の

解
散

権

に

つ
い
て

の
あ

い
ま

い
さ

を
な
く
す

た
め

に
、
他

の
分

野

に
も
拡

大

さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
か
。

こ

の
疑

問
に
対

し
て
、
次

の
よ
う

に
答
え

る

こ
と
が

で
き

る
。

「
こ
の
こ
と
が
、
規
範

の
よ

り
正
確

な

公
式
化

を
導
き
、

IO2Cro



イギ リス憲法の慣行について

規
範

の
意
味
と
適
用
に
つ
い
て
の
権
威

の
あ

る
決
定
を
す

る
た
め
に
、
裁

判
所
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
限
り
、
あ
る
い
は
国
民
が
非
法
的
規
範
よ

り
も
法
的
規
範

に
従

い
た
い
気
持

に
な
る
限
り
、
こ
の
利
益
は
明
白
で
・

重
要
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
鉱

あ

る
ひ
と
に
よ

っ
て
こ
の
不
利

益
は
よ
り
重
大
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
」
。
こ
う
し
て
、
ウ

ェ
ス
ト

ミ

ソ

ス
タ
ー
条
例
は
貴
族
院
に
お
い
て
次
に
述
べ
る
理
由
に
基
づ
い
て
反
対
さ

れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は

「決
し
て
い
か
な
る
種
類

の
成
文
憲
法
を
も

っ
た
こ

と
が
な
か

っ
た
。
そ

の
結
果
は
、

い
か
な
る
重
大
な
誤
り
、
あ

る
い
は
災

難
も
な
く
、

こ
の
国
家

の
構
成
部
分

の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
と
権
限
を

適
応
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。
…
…
あ
な

蹴繋

蕃

齢
薙
誉
鰐
と搬
羅
莇

は
主
張
し
た
。

し

か
し

こ

の
見
解

は
認
め
が
た
い
。

制
定
法
は
断
固
と

し

た

政
府

に
よ

っ
て

比
較
的
容
易
に
廃
止

さ

れ
、

修
正

さ
れ

う

る
事

実
、

あ
る
い
は
、

あ
る

国
に
お
い
て
慣
行

で
あ
る
も
の
が
、

い
か
な
る

悲
惨
な
結
果
を
と
も
な
う

こ
と
な
く
、

他

の
国

で
は
、

法
と
し
て
存
在

し
う
る
事
実
を
全
く
度
外
視
し

て
も
、

こ
の
異
議
は
、

新
し
い
慣
行
が

ど
齪

う
な
法
的
規
範
を
も
制
限
す
る
よ
う
に
な
り
う
る
事
実
を
無
視
し

て
い
る
。
ま
た
同
様
に
、
「慣
行
の
制
定
」
が

達

成

で
き
る
こ
と
を
余
り

過
大
に
評
価
す
る
こ
と
も
誤

っ
て
い
る
。

「慣

行

と
同
様
に
憲
法
的
法
の

背
後
に
あ
る
制
裁

は
、
規
範
を
守
ろ
う
と
す

る
欲
望
ー

つ
ま
り
合
憲
的

で
あ
り
た
い
と
い
う
欲
望
ー
ー
と
不
服
従

の
政
治
的
不
利
益
と
の
混
合
物

で
あ

る
。

究
極
的
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
立
法

の
歴
史
、

南
部

の
黒
人
の

権
利
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
判
決

の
歴
史
に
よ

っ
て
、
十
分
明
ら
か
に
さ

れ

て
い
る
よ
う
に
、
服
従
を
獲
得
す

る
た
め
に
は
、
革
命
、
あ
る
い
は
、

内
乱
が
必
要
な
の
か
も
知
れ
縫

」
・

妾

と
同
様

に
・

「慣
行
は
社
会

に
お
け
る
相
壽

る
政
治
的
勢

と
憲
法
上
の
信
念
と
の
間
の
戦
場
で
あ

る

と

記
述

し
う

る
」
。

ま
た

「
い
か
な

る
時
代

に

お

い

て

も
、

裁
判
所

の
地
位

は
、
あ

る
程
度
、

そ

の
解

釈
が
そ

の
時
代

の
社
会

に
お
け
る
最
も

有

力

な
勢
力

の
願
望

と
信
念

と
相
反
す

る

か
ど

う
か

に
依
存
す

る
で
あ

ろ

う
。

逆

に

い
え
ば

、

少
な
く

と

も
、

イ
ギ

リ

ス
の
裁

判
所

の
高

い
地
位

は
、

多

く

の
最
も

重
要
な
憲

法
的
規

範
が
今

で
も

非
法
的
性
格

(
鎚
ぎ
ロ
÷

。閃
踏
汀

げ
的
『
餌
。
紳o
『)
を
も

っ
て

い
る
事

実

に
負
う

て
い
る
と
主
張

さ
れ

う
る
。

も

ち
ろ

ん
他

の
重
要

な
要
素

は
、
議

会
優
位

の
原
則

(
爵
Φ

α
。
9
「ぎ
。

。
h

や
騨
『=
恥
日
。
昌
貯餌
『
同
㎝
ロ
o
『o
ヨ
螢
。
団
)
が

イ
ギ

リ

ス
裁
判
所

を
法
的
項

目

(♂
。q
巴

冒
。
一ロ
幹
。.)

に

つ
い
て

の
最
終
的

な
言
葉

を
宣

言
し
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

こ

と

か
ら
救

っ
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。

も
し
裁
判

所
が

い

つ
も

、
全

て
の

一

連

の
憲

法
論
争

を
裁
判
す

る

よ
う

に
求

め

ら

れ

る

な

ら
ば

(
た
と
え
そ
れ

が
藝

に
よ
.
て
破
棄
さ
れ
た
と
し
鍔

)、

こ
の
こ
と
が
、

裁
判
所
を
威
信

の
失
墜

か
ら
守
る
か
ど
う
か
は
疑
し
い
」。
以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
わ

か

る
よ
う
に
、
慣
行
上

の
規
範

(。。
ロ
<
。鼠

8
巴

言
一。。。)
を
制
定
す
る
こ
と

そ
れ
自
体
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
し
か
し
、

「共

同
社

会

の
あ
る
部
分
に
よ

っ
て
、
要
望
さ
れ
る
行
為

の
あ
る
方
針
が
、
単

に
慣
行

の

と
し
て
容
認
さ
れ
る
.」
と
に
よ
り
、
非
常
に
重
要
な
正
統
性
と
震

を
獲

Q妙

得
す
る
よ
う
に
、
慣
行
は
、
そ
勢

法
に
璽

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
偉
大

な
正
統

性
と
権
威

を
獲
得

し
う

る
」
。

イ
ギ

リ

ス
の

コ
モ
ン
ウ

ェ

ル

ス

の

………

ト



諸
憲
法
に
、
イ
ギ
リ

ス
本
国

の

「慣
行
の
制
定
」
が
み
ら
れ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
憲
法
的
慣
行
が

コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
に
輸
出
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
な
く
、
制
定
さ
れ
た
形
で

コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス

の
成
文
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
。
「新
し
い
憲
法
構
造
を
創
設
す
る
時
に
は
、

最
も
本
質
的
な
規
範
f

た
と
え
ば
、
議
院
内
閣
制

(筆
者
注
)1
ー
が
正

確

に
公
試
靴
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
法
と
蕎

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
で
あ
る
」
。

こ
の
慣
行
と
法

の
共
同

は
、
第
三
章

「大
臣
責
任
と
国
王
」
に
詳
し
く

説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た

い
。

「法
的

に

は
、
大
臣
は
他

の
国
王
の
召
使

い
と
同
じ
で
あ

る
。

か
れ
ら
は
、
君
主
に

よ

っ
て
任
命
さ
れ
、
君
主
に
よ

っ
て
解
任
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、

か
れ
ら

は
、
仮
定
上
、
か
れ
ら

の
行
為
に
対
し
て
、
君
主
に
責
任
を
負
う
。
し
か

し
、

こ
の
こ
と
は
、

法
的
に
の
み
正
し
い
。

慣
行
上
、

君
主
と
大
臣

の

関
係

は
大
臣
責
任

の
慣
行
上
の
原
則

(夢
。
8
口
く
寒
け一。
ぎ
一
山
。9
二
器

9

ヨ
閣謬
一。自帥。
『一餌
一
『。吻刷6
コ
。。憲
犀
網
)
に
よ

っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
い

回
し
は
、
大
臣
が
政
府

の

一
般
的
な
行
為
i
I
・こ
れ
は
君
主
に
法
的
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
多
く

の
権
限

の
行
使
を
含
ん
で
い
る
ー
ー

に
対
し
て
責
任

を
負
う
こ
と
、
そ
し
て
か
れ
ら
は
、直
接

に
は
議
会

に
対
し
て
、
最
終
的
に

は
議
会
と
政
党
を
通
じ
て
、
選
挙
民
に
対
し
て
責
任
を
負
う

こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
統
治
制
度
が
責
任
内
閣
制
と
し
て
記
述
さ
れ
る

時
、
最
初
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
大
臣
責
任

の
原
則
で
あ
騙
]・
「
通
常

の

日

々
の
君
主
の
憲
法
的
権
限
に
つ
い
て
い
か
な
る
論
争
も
な
い
。
な
ぜ
な

ら
女
王
は
責
任
の
あ
る
大
臣

の
助
言
に
基
づ

い
て
、
か
の
女

の
恐
し
く
大

き
な
法
的
権
限
を
行
使
し
、
そ
し
て
、
か
れ
ら
が
な
し
た
助
言
を
拒
む
こ

と
が

で
き
な

い
か
ら
で
あ

る
。
政
治
的
に
、
女
王
は
公
的
生
活

に
お
い
て

は
公
平
で
、
私
的
生
活
に
お
い
て
は
思
慮
分
別
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
女
王
は
政
府
の
行
為
に
対
し
て
影
響
を
与
え

よ
う

と
試

み
る

か
も

知
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
決
定
は
、
女
王
陛
下
の
政
府
に
よ

っ
て
行
わ
れ

る
。
わ
た
く
し
た
ち
の
立
憲
君
主
制

(。
霞

8
ロ
。。暮
暮
す
コ
巴

導
o
ロ
9。『。ξ
)

に
お
い
て
は
、
外
国
の
他

の
そ
れ
と
同
様
に
、
基
本
的
原
則
は
、
通
常
君

主
が
統
治
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
君
主
は
、
政
治
的
活
動
に
お
い

て
は
、
統
治
す
る
ひ
と
び
と
ー

か
の
誘

譲

上
の
助
言
者
ー

に
従

わ
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
」
。

こ
の
よ
う

に
、

法
的
責

任
と
慣
行
上
の
責
任

(営

閃
ダ

民

§

§

ま

昆

『Φ。・層

。・諺

ξ

)
の
分

離
に
よ

っ
て
、
立
憲
君
主
制
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
(御
酵

(
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「わ
た
く
し
た
ち
の
憲
法
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
少
し
ず
つ
起

っ
た
変
化

の
成
果
は
、
多
く
の
重
要
な
事
柄
に
お
い
て
、
法
と
慣
習

(
訂
謡
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麟
昆

o
ロ
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の
相
違
、

理
論
と
実
際

(爵
o
o
曙

師
ロ
繕

匂
「
胃
酔
凶o
o
)

の

相
違
を
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
上
、
決
し
て
権
限
を
行
使
し
な
い

が
、
法
に
よ
っ
て
そ
れ
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
ひ
と
び
と
を
見
い
出
す

こ
と
、
法
的
に
は
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
、
そ
れ
を

行
使
し
て
い
る
ひ
と
び
と
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
困
惑
す
る
だ
ろ

う
」
。
≦
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二
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「も
し
国
民
が
い
か
な
る
憲
法
問
題
の
解
決
も
喜
ん
で
引
き
受
け
る

な
ら
ば
、
憲
法
に
関
係
し
て
い
る
法
律
家
は
適
切
な
草
案
を
作
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
れ
を
解
決
で
き
る
。
も
し
国
民
が
概
念
闘
争
を
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
解
決
も
あ
り
え
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
憲
法
発
展

の
特
徴
は
基
本
的
な
問
題
が
自
然
に
解
決
す
る
よ
う
な
傾
向
を
も

っ
て
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こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
君
主
の
地
位
、
権
能
を
法
と
慣
行
の
側
面
か

ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
黒
田
覚
教
授
は
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に

叙
述
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

「
君
主
は

コ
モ
ン

・
ロ
ー
の

上
で

は
、
す
な
わ
ち
憲
法
慣
習
法
上
は
大
権

(中

o
き
鴨
畠
く
窃
)
と
よ
ぼ
れ

る
多
く
の
権
能
を
持

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
権
能
は

コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ

ョ
ソ
を
と
お
し
て
見
る
と
単
な
る
名
目
的
存
在
で
あ
る
。
権
能
の
多
く

は
、
君
主
自
身
の
意
見
に
よ
っ
て
で
な
く
、
首
相
や
内
閣
の
意
思
に
よ

っ
て
行
使
さ
れ
、
事
実
上
ー

山
o
富
0
8
-
1
首
相
や
内
閣
の
権
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
法
上
は

1

山
o
甘
話
ー

や
は
り
君
主
の
権
能
で

あ
り
、

コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
消
滅
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な

い
」

黒
田
覚

「象
徴
天
皇
制
の
意
義
と
機
能
」
憲
法
講
座
第

一
巻

一
八
六
頁
。

ジ

ェ
ニ
ン
グ
ス
は
、

国
王
の
機
能
は
、

明
確
な
も

の
で
な
い
こ
と
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
法
尊
重
主
義
的
態
度

(菩

島

。。曾
6
畳

ぎ

氏
・
)
の
採
用
に
よ
り
、

ま
た
憲
法
理
論
に
お
い
て

国
王
の
果
す
役
割
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
王
の
機
能
を
過
大

視
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
他
方
、
内
閣
、
議
会
、
国
民
の
偉
大
な

三
部
曲
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
王
の
機
能
を
過
小
視
す
る
こ

と
も
容
易
で
あ
る
。
真
理
は
、
双
方

の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
内
容
は
恒
久

的
な
も
の
で
は
な
い
」
。
H<
o
『
智
ロ
三
ロ
σq
・。噛
爵
o
切
吋
搾
一路

0
◎
器
葺
・

=
二
〇
P
ω
a

巴
二
,
　
O
。。

三

 

イ
ギ

リ
ス
憲
法
が
軟
性
憲
法

で
あ

る
理
由
は
、
プ
ラ
イ

ス
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う

に
、

そ
れ
が
弾

力

(
①
一器
仲
一9
¢
)
を
有

し
、

を
保
持
し
な
誇

、
そ
れ
は
、
形
式
上
、
曲
げ
ら
れ
、

い

う

こ
と

に

あ

る
。

ヒ

ュ
!

ム

(
O
薯
乙

国
信
ヨ
o
)
は
、

そ
の
主
要
な
特
徴

変
更
さ
れ
う
る
と

人
間
の
制
度

(ぎ
・

ヨ
臼
ロ
一昌
。。
捧

ロ
鼠
。
ロ
)
に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

「
人
間
社
会

は
、

一
時
間

お
き

に
あ

る
も

の
は
生

ま
れ

、
あ

る
も

の
は
死

ん
で
い
く

と

い
う

変

遷

の
中

に
存

在
す

る

の
で
、

統
治

に
お
け
る
安
定

性
を
確
保
す

る
た
め

に
、
新

し
く

生
ま
れ

た
ひ
と

は
、
確

立
し
た
憲

法

(
暮
。
霧
貯
導

昏
&

8
・

昌
。。
§
口
臨
。
ロ
)
に
従

う

べ
き

で
あ

り
、
そ

し

て
、
祖

先

の
足
跡

を
た
ど

る
た

め
に
、
か
れ
ら
の
祖
先
が
定
め
て
く
れ
た
道
1

そ
の
ま
ま
で
な
く
と
も
、

ほ
ぼ
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
道
I
I

に
従
う
必
要
が
あ
る
。
あ

る
改
革
は
、

必
然
的
に
、
全
て
の
人
間
の
制
度
に
起

る
に
ち
が

い
加
紀
」
。

イ
ギ

リ

ス

に
お
い
て
は
、
憲
法
に

つ
い
て
の
考
え
方

(鑑
o
角
o
{
8
ロ
吻捧
9
凶o
ロ
)
は
、

時
代
と
と
も

に
変
化
し
て
き

た
。
「
イ
ギ

リ
ス
憲
法
は
、
い
つ
も

変
化

し

続
け
て
い
る
古
い
も

の
と
新
し
い
も

の
と
の
混
合
物
で
あ
る
。
そ
の
強
さ

106Clos)



仲

イギ リス憲法の慣行について

の

一
つ
は
、
長

い
間
、

政
府

に
専

制
的

で
、

無
責

任

な
方

法

に
よ

っ
て
支

配
す

る

こ
と

を
認

め

て
い
な

い

こ
と
、

さ
ら

に
、
少

な

く
と
も
被

支
配
者

の
よ

り
明
確

で
、
勢

力

の
あ

る
部

分

の
願
望

(
呼
Φ
註

。。
冨
。。
。
h
導
。
ヨ
。
8

B
竃
。
『
h信
一
m
ロ
山
鱒
「鼠
。
ロ
一鱒
紳。
。。
。
。
鼠
。
島

鼠

夢
。

磐
く
①
ヨ
巴
)
を
無
視

し
な

い
で
、尊
イ
ギ

リ

ス
憲

法

は
、

全
体
的

に
、
政
府

が
効

果
的

に
統

治
す

る

の

に
必
要

な
権
力

を
揮

う

こ
と

を
許

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
そ

の
強

さ

の

他

の
源
泉

は
、

一
方

、
憲

法

上
、

政
治

上

の
ど

の
よ
う

な
硬
直

し
た
正
統

派

の
学

説
も
、
統

治
制
度

を
骨
化
す

る
こ
と

は
で
き

な

か

っ
た

の
で
あ

り
、

そ

し

て
、
他
方

、
あ

る
程
度

こ
の
理
由

に
よ
る
が
、

思
想
、
行

動

と
感

情

の
確
立

し
た
習
慣

(o
。α
紳9
げ
穿
げ
巴

冨

げ
詳

o
h

夢
o
口
。q
げ
計

げ
。
冨
二
〇
さ

餌
巳

、
。
ロ
↓ぎ

。
ロ
枠
)
を
破
壊
す

る
と

い
う
犠
牲

を
払

っ
て
ま

で
、
統
治
制

度
を

全

面

に
諦

肱

っ
て
、

す
ぽ

や
く
再

組
織
化
す

る
必
要
が
な

か

っ
た
と

い
う

こ

と

で
あ

る
」
。

本
稿

は
こ
の
よ
う
な

イ
ギ

リ

ス
の
統
治
制
度

に

つ
い
て
、

イ
ギ

リ

ス
人

が

ど

の
よ
う

に
考

・兄
て
い
る

か
を
、

G

・
マ
ー

シ

ャ

ル
、

G

・
C

●
ム
デ

ィ
ー
共
著

『
憲

法

の
諸

問
題
』

の
第

二
章

「
慣
行
」

を
紹
介

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
明

ら
か

に
し

よ
う
と
す

る
試

み
に
す
ぎ

な

い
。
本

書

は
、

イ
ギ

リ

ス
憲

法

の
慣
行

的
側
面

か
ら
叙
述

さ
れ

て

い
る
意

味

に
お

い
て
、
重
要

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

次

の
序
文

か
ら
わ

か
る
。

「
イ
ギ

リ

ス
の
統

治

に

つ
い

て

(
研
究
し
て
い
る
)
外

国

の
研

究

者

を

不

便

に
さ

せ
て
い
る

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

連
合

王
国

は
、

憲

法
を
制
定
す

る

こ
と

を
拒
否

し
て

い
る

の
で
、

憲
法

問
題

は
、
し
ば

し
ば

一
般

的
諸
原

埋

ま

た

は
政
治
葡

先
例

の
解

釈

(
島
o
ぎ
紳霞
箕
①
富
菖
o
ロ
o
h
。q
o
ロ
o
冨
一
鷲
ぎ
o
幣

覧
Φ
。。
。
憎
B
崇
剛。
餌
一
や
『
。
。
Φ
α
。
9
・。)

に

つ
い
て
の
議
論

の
問
題

で
あ

る
。

一

九

世
紀
末

に
ダ

イ

シ
ー
は
、

二

つ
の
原
則
1
ー
議

会

の
優
位
と
法

の
支

配

i
ー

を
認

識
し
、

公
衷

し
た
。
二
〇

世
紀

に
お
け

る
日

々
の
統
治
作

用
で

は
、
大

臣
責

任

の
原

則

(ヨ

・
。
乾

・
。
h
巨

暑

け。
ユ
蛸
ζ
。
。・
竃
琶

呂

ξ

)
i

こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
イ
シ
ー
の
憲
法

の
著
作
は
、
詳
細
な
注
意
を
わ
ず
か

に
払

っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
I
l
ー
は
前
述
の
二
つ
の
原
理
と
同
様
に
明
白

な
重
要
性
を
帯
び
て
き
た
。
あ

る
意
味

に
お
い
て
、
今
世
紀

の
憲
法
史

の

大
部
分
は
、
大
臣
責
任
の
原
則
と
前

の
二

つ
の
原
則
と
の
衝
突
と
し
て
叙

述
さ
れ
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
憲
法
的

働

行
為

の
諸
規
範

に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
方
法
を
例
証
し
、
そ
し

て
大
臣
と
国
王
、
議
会
、
裁
判
所
、
内
閣
と
国
民
と

の
諸
関
係
を
順
番
に

考
察
し
な
が
ら
、
試
姫
責
任

の
原
則
に
よ

っ
て
提
出
さ
れ
た
諸
問
題
を
説

明
す
る
こ
と
を
試
み
た
」
。

以
上
叙
述
し
て
き
た
こ
と
か
ら
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法

の
継
続
性
と
変
遷
、
ま
た
イ
ギ

リ
ス
の
統
治
機
構

の
運
用
の
実
際
に
つ
い

て
考
察
す
る
時

に
は
、
法
的
側
面
よ
り
、
む
し
ろ
慣
行
的
側
面
か
ら
み
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
イ
ギ
リ

ス
憲
法
が
諸
外
国
に
輸
出
さ
れ
る
時

に
は
、
そ

の
憲
法

の
慣
行
が
形
を
変
え
て
、
諸
外
国

の
成
文
憲
法
に
規
定

さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
慣
行
を
考
え
る
こ
と

は
、
成
文
憲
法

の
運
用
に
と

っ
て
も
必
要
な
こ
と

の
よ
う
に
み
え
る
。

{θ

(
-
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(
3
)

O
「
器

目
o

O

竃
8

黛
P

↓
冨

O
o
<
。
ヨ

ヨ
。
g

o
h

島

。

O
『。
魯

切
§

鉱
ロ

一
〇
Φ
5

や
一
劇
.

イ
ギ
リ

ス
憲
法

の
性

格

で
あ

る
本
質
的

に
実

用
的
な
性
格
は
理
論

の
方
針

(ユ
。
窟

詳
ロ
『o
吻
o
h
夢
8

蔓
)

か
ら

で
は

な
く
政
治
的
感

情

(尉る
一三

〇
巴

h①
Φ
一甘
頓
)

か

ら
生
ず

る

の
で
あ

る
。

「
法
と
慣
行
の
差
違
は
、

ま
さ
に
い
く

つ
か
の
慣
行
1

た
と
え
ば
、

君
主
は
両
院
に
よ

っ
て
可
決
さ
れ
た
法
律
案
を
拒
否
す
べ
き
で
な
い
こ

と
、
総
理
大
臣
は
、
庶
民
院
に
お
い
て
、
重
大
な
問
題
で
打
ち
負
か
さ

れ
た
場
合
辞
職
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
ー

が
、
他

の
法
律
と
同
様
に
、

重
要
で
あ
り
、

そ
し
て
、

そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
、

た
ぶ
ん
、

よ

り
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
慣
行
を
制
定
し
、
強
要
す
る
手
続
が
存
在

し
な
い
と
い
う
こ
と

に
あ

る
。
」

冒
写

即

寓
8
臨
昌
8
ω
貫

↓
げ
¢

切
ユ
謡
玲

O
昌
冒
o
計

一〇
〇
b。℃
ワ

一ド

「
イ
ギ
リ
ス
憲
法

の
か
.な

り
多
く

の
規

範

と
慣
習

(
『
巳
窃

m
民

島
謂
o
吻)
は
性
質
上
、

法
的

で
は
な

い
。

そ
れ

ら

は
、

制
定
法
集

(
。,
$
葺
審
,ず
8
犀
)

に
も
、

判
例
集

(
昏
o

『
o
肩る
鳥
㎝

o
h
冒
島
o
討
一

畠
0
9
匹
o
口
ω)
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
は
、

法
的
に
は
権
威

が
な
い
が
、

学
者
、

法
律
家
、

政
治
評
論
家
な
ど
に
よ

っ
て
記
述
さ

れ
た
純
粋
に
学
問
的
な
解
説
を
除
外
す
れ
ば
、

全
く
書

か
れ

て
い
な

い
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
規
範
と
慣
習
は
極
め
て
、

重
要
で
あ
る
。

も

し
、

そ
れ
ら
が
存
在
し
な
か

っ
た
り
、

一
般
的
に
遵
守
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
憲
法
は
、
事
実
、
そ
れ
が
そ
う
で
あ
る
も
の
と
は

全
く
異
た
も
の
に
な

る
で
あ

ろ
う
」
。

9
切
.
O
サ
ユ
ヨ
。
。・
憎
国
ロ
讐

昌

O
§

。・藻

巳
帽8
巴

田

・・8
蔓
》
b。民

&
4
喝
.
S

「
イ
ギ
リ
ス
憲
法
は
漸
進
主
義

(
σq
冨
血
舞

房
8
)

の
顕
著
な
例
で
あ

る
。
そ
の
過
程
は
、
い
つ
あ
る
制
度
が
最
初
に
確
立
し
た
が
、
あ
る
い
、

は
、
い
つ
あ
る
政
治
的
慣
例
が
最
初
に
承
認
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、

通
常
困
難
で
あ
る
と
同
様
に
不
可
能
で
あ
る
。
…
…
制
度
は
、
計
画
さ

れ
た
も
の
で
も
な
く
、
意
識
的
に
、
前
も

っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
も

な
い
。
そ
れ
故
に
、
制
度
は
決
し
て
、
権
威
的
に
規
定
さ
れ
な
か

っ
た
。

そ
れ
は
中
世
の
時
代
か
ら
、
継
続
的
に
、
あ
る
時
機

の
実
際
的
な
必
要

に
:
…

適
応
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

(
4
)

そ
れ
は
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
な
く
成
長
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

最
も
目
立
つ
特
質
は
、
憲
法
的
、
政
治
的
成
長
の
長
い
、
ゆ
る
や
か
な

継
続
的
な
過
程
と
い
う
第

一
の
事
実
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。
成
文
憲

法
の
不
存
在
、
憲
法
改
正
の
た
め
の
特
別
の
手
続
の
不
存
在
、
あ
る
い

は
、
慣
行
に
基
づ
く
広
範
囲
に
及
ぶ
基
礎
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
政
治

制
度
を
著
し
く
適
応
し
や
す
い
も
の
に
し
た
。
こ
の
伸
縮
性
は
い
つ
も

重
要
な
利
点

と
し

て
認

め
ら
れ

て
き

た
」
。
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